
○
総
務
省
令
第
百
十
四
号

電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
無
線
局
免
許

手
続
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
十
二
月
十
一
日

総
務
大
臣

武
田

良
太

無
線
局
免
許
手
続
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

無
線
局
免
許
手
続
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
下
線
を
付
し
た
規
定
（
以

下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。
）
は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し
て
移
動
し

、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。



改

正

後

改

正

前

別
表
第
二
号
の
四

特
定
無
線
局
の
無
線
局
事
項
書
及
び
工
事
設
計
書
の
様
式

（第
2
0
条
の
６

第
2
0
条
の
９
及
別
表
第
二
号
の
四

［同
左

］

、

び
第
2
5
条
の
２
関
係

）
（総

合
通
信
局
長
が
こ
の
様
式
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
認
め
た
場
合
は

そ
れ
に
よ
る

、

こ
と
が
で
き
る

）

。

［様
式
略

］

［様
式
同
左

］

［注
１

16
略

］

［注
１

16
同
左

］

～
～

17
16
の
欄
は
次
に
よ
る
こ
と

17
16
の
欄
は
次
に
よ
る
こ
と

、
。

、
。

［⑴
⑶
略

］

［⑴
⑶
同
左

］

～
～

⑷
施
行
規
則
附
則
第
７
項
の
規
定
に
よ
り

当
分
の
間

同
規
則
第
３
条
第
１
項
第
５
号
中

水
域

を

［新
設

］

、
、

「
」

区
域

と
し
て
読
み
替
え
ら
れ
て
適
用
さ
れ
た
携
帯
無
線
通
信
を
行
う
無
線
局
で
あ
つ
て

特
定
無
線

「
」

、

局

（施
行
規
則
第
1
5
条
の
２
第
１
項
第
２
号
に
掲
げ
る
無
線
局
に
係
る
も
の
の
う
ち

河
川

湖
沼
そ
の

、
、

他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
区
域
と
し
て
上
空
を
移
動
範
囲
に
含
む
も
の
に
限
る

）に
係
る
申
請
の
場
合
は

。
、

運
用
を
予
定
し
て
い
る
地
表
又
は
水
面
か
ら
の
最
高
高
度
及
び
他
の
無
線
局
の
運
用
を
阻
害
す
る
よ
う
な

混
信
そ
の
他
の
妨
害
を
防
止
す
る
た
め
に
行
う
措
置
を
記
載
す
る
こ
と
。

⑸
⑻

［略

］

⑷
⑺

［同
左

］

～
～

［1
8

29
略

］

［18
29
同
左

］

～
～

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
下
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
下
線
は
注
記
で
あ
る
。



附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


